




資料2  

＊ 自然とかかわる生活＊（年間計画，  平成18年度  春日  台保育園  

4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3  

＊真の虫や自然に興味を持つ   
・せみの声を聞く  

＊秋の自然にふれる  
・木の実、落ち葉拾い、虫探し  
（トンボ・どんぐり・まつぼっくり・  
いちょう、もみじなどの落ち葉）  

→ひまわりのたねを収穫する  

＊冬の自然に親しむ   

（雪遊び、雪だるま、かまくら  
氷見つけ、雪だまぶつけ、  
そりすべり、尻すべり）  

＊春の自然に親しむ  
・園庭や散歩で草花や  
虫を見つけたり、触れたりする  

・ひまわりの観察、水やりをする   

○飼育動物（にわとり・うさぎ）を見る→飼育動物にえさをやる  
○おたまじやくしの観察  

＊真の季節を肌で感じる   
・せみの声を聞く  ＊春の自然に親しむ ・園庭や散歩で草花や虫を  

＊秋の自然にふれる   

・木の実、落ち葉拾い、虫探し   
（トンボ■どんぐり・まつぽっくり・  

いちょう、もみじなどの落ち葉）  

・チューリップの球根植え  
◎落ち葉集め（いもやき会）  

＊冬の自然に親しむ   

（雪退び、雪だるま、かまくら  
氷見つけ、雪だまぷつけ、  

そりすべり、尻すべり）  

見つけたり、触れたりする  
草花遊び（タンポポ・しろつめ革・たんぽぽ）  

花壇の花への水やり、虫さがし  
○飼育動物（にわとり・うさぎ）にえさをやる  ○すずむしの観察  

○おたまじやくしの飼育～かえる  

◎園周辺や神社、公園の動植物  
・横のお花見 ・ザリガニつり  ・せみのぬけがら探し  
生物（シジュウカラ・おたまじやくいざりがに） 草花（つくし・たんぽぽ・ふきのとう・はっぱ宙）  
草花遊び（タンポポ・しろつめ草→かんむり・指輪・時計、四つ葉さがし）  

＊春の自然に親しむ  【春のマップ剛】  ＊夏の季節を肌で感じる 【真のマップ剛】  

・園庭や散歩で草花や虫を  ・せみの声を聞く  
見つけたり、触れたりする   

○飼育動物（にわとり・うさぎ・金魚・ザリガニ）にえさをやる  

○すずむしの観察   
◎園周辺の植物とのかかわり  ◎仏沼散策（オオセッカ）   

・沢の探検（ミズバショウ・ザゼンソウ）   

・櫻のお花見・ザリガニつり ・秋田ふきとり  ・せみのぬけがら探し   
・春、夏、秋、冬の図鑑、（観察ケースをもって）散歩（四季の草花・虫の名前調べ）  
生物（カツコー・シジュウカラ・おたまじやくし・ザリガニ・かたっむり）  

草花（つくし・たんぽぽ・ふきのとう▲ほうずき）  

＊秋の自然にふれる  ほのマップ剛】   

・木の実、落ち葉拾い、虫探し   
（トンボ■どんぐり・まつぽっくり・  
いちょう、もみじなどの落ち葉）  

・ヒアシンスの水栽培  

◎落ち葉集め（いもやき会）  

＊冬の自然に親しむ  【冬のマップ剛】   
（雪遊び、雪だるま、かまくら  
氷見つけ、雪だまぶつけ、  
そりすべり、尻すべり）  

草花遊び（タンポポ・しろつめ革・クローバー→かんむり・指輪・時計、四つ葉→しおり・おおばこ→力くらべ）  

＊園庭の樹木（紅白の梅  いちい・ヒマラヤシーダー・さるすべり■ねむt藤・粟・いちょう，もみじ・しだれ桜）  ○は飼育に、◎は園周辺に関する項目   





                                  
＜５歳児＞ 

四季を通じて 
 
事例① 園周辺の散歩（４月） 
 道端に咲いている花に気づくものの、名前が分からない花が多い。そのため、ポケット

図鑑を持って散歩をする。一人一人が図鑑を持つことにより、分からない花の名前を自

分から調べたり、友達同士で調べるなどし会話が広がっている。 
＜考察＞ 
 自分の図鑑を使い調べることで、少しずつ身近にある植物に興味を持ち始めたようだ。

図鑑に載っていないものや、保育士自身もわからない植物の名前があり、事前に調べて

おくなどの準備が必要だった。 
 
事例② 園庭での虫探し（５月） 
 小さな虫やアリを見つけ、ままごとのカップなどの容器に入れ持ち歩くが、片付けの時

間になると、その場に捨てている子が多く見られる。そのため、一人一人に観察ケース

を渡す。すると、見つけた虫を大事そうにケースに入れ、子どもなりに葉っぱや草など

を入れて世話をしている。数日後、死んでいることに気がつき「埋めてあげる」と言い

埋めに行く。また、４歳児の子と虫探しをするが、見つけられない子には自分が探した

虫をあげている。 
＜考察＞ 
 虫を集めるだけで満足していたが、一人一人が観察ケースを持つことで、子ども達の虫

に対する気持ちが、少しずつ変わってきている。また、虫探しを通し異年齢児のかかわ

りが増えているようだ。 
 
事例③ 畑 ～種まき、水やり、草取り～（５月下旬） 
 どんな野菜を育ててみたいのか、みんなで話し合って決める。人参、ミニトマト、二十

日大根、とうもろこし、きゅうり、枝豆などの意見が出る。種まきをして毎日、みんな

で畑の様子を見に行き、水やりや草取りをする。芽が出たことや、葉っぱが大きくなっ

たことなどの成長の変化に気づき、保育士や友達と育っている喜びを共感する。 
＜考察＞ 
 種まきでは、土に触り手が汚れるのを嫌がった子どももいたが、毎日、畑へ行き成長を

見ることで収穫への期待が膨らみ、水やりや草取りを積極的にやるようになった。 
 
事例④ 園庭遊び ～カタツムリ～（６月）  
 園庭でカタツムリを見つけ、一人の男の子が手のひらにのせ、「カタツムリ」の歌を歌い



出す。そこへ同じクラスの女の子も来て一緒に歌い、観察ケースに入れ二人で見ている。

その後、飼い方を自分達で図鑑を使って調べたり、友だち同士でどうしたら良いか話し

合い、観察ケースに水を入れたり、石や葉っぱなどを入れカタツムリの家を作っている。 
＜考察＞ 
 観察ケースに入れて飼いたい、大事にしたいと親しみをもつ心が芽生えてきたようだ。

また、カタツムリなどの虫について、会話も多く聞かれるようになってきた。 
 
事例⑤ お散歩マップ作り ～はる～（６月下旬） 
 園の周りの地図を下書きし、子どもと一緒に色を塗る。どこの道を歩いたのか、どんな

花が咲いていたのか話し合いながら、マップに描いていく。思い出せない子が多く、図

鑑を見ながら描く。 
＜考察＞ 
 どんな花が咲いていたのか、どんな虫がいたのか、答えることは出来るが実際に描いて

みると難しいようで、描けない子や４，５月のことを忘れている子も多く、図鑑を見な

がら描くことにした。すると、子ども達の間で会話が弾み、自信をもって描くことが出

来た。 
 
事例⑥ 畑 ～二十日大根の収穫～（７月） 
 ３回に分けて収穫する。１、２回目は、給食の先生に調理してもらい、その日の給食に

出してもらう。３回目は家に持ち帰る。 
 １回目・・苦手という子が多かったが、１口は口にしている。 
 ２回目・・ほとんどの子が残すことなく食べる。 
 ３回目・・家でどうやって食べたのか会話が聞かれる。 
＜考察＞ 
 自分達が育てた二十日大根を収穫する喜びを知る。また、給食の先生に協力してもらっ

たことで、食べる楽しさを知ったようだ。野菜が嫌いな子も自分達で育てたことにより、

意欲的に食べる姿が見られた。 
 
事例⑦ 園芸試験場 ～ジャガイモ～（６～８月） 
 ６月・・ジャガイモの種芋まき 
 ８月・・ジャガイモ掘り、クッキング（三色いも団子） 
＜考察＞ 
 収穫するだけでなく、自分達で調理し食べることで、また違った喜びを感じている。い

つも、給食やおやつをどのように作っているのか理解し、感謝の気持ちをもつ。以前に

比べ、給食に対しどんな食材が入っているのか興味、関心をもつ子どもが増えたり、残

食も減ってきた。 



 
事例⑧ 作品展（１１月上旬） 
 春、夏、秋と自分達で作ったお散歩マップをもとに、友だちと協力しながら部屋を共同

展示していく。展示に必要な自然物（木の枝、木の実、葉っぱなど）を近くの公園や神

社に行き集めたりと、秋の自然に触れる。 
＜考察＞ 
 保育士からの働きかけがなくても、季節の変化や木、花の変化など様々なことに目を向

けられるようになり、気づくことや発見することが多くなってきている。その気づきや

発見に共感し、作品展へとつなげていけるようにする。友だちとひとつの物を協力し作

ることで団結力も強くなり、まとまりも出てきた。 
 
事例⑨ ヒアシンスの水栽培（１１月中旬） 
 野菜とは違い土ではなく、水だけで部屋の中で育てるということを説明する。始めは不

思議そうにしていたが、自分たちの部屋の中で育てているため、いつでも成長の様子を

観察でき、毎日の様に子ども達の間で、根や芽が出てきたことなどヒアシンスについて

の会話が聞かれるようになる。 
＜考察＞ 
 野菜は土で育ててきたため、水栽培ということに興味をもったようだ。そのため、水か

えもはりきってやり、花の成長を楽しみにしている。水栽培のため、畑では見ることが

出来なかった、根っこの成長も見ることが出来た。 
  
事例⑩ お散歩マップ展示（3 月） 
 部屋に春夏秋冬、４枚のお散歩マップを貼り、子ども達とどんな道を散歩したのか、ど

んな花が咲いていたのか話し合う。春の様子を忘れていた子もマップを見て思い出した

り、その時の様子を楽しそうに話している。また、４枚を見比べることで季節の変化に

も気づく子が多くなってきた。 
＜考察＞ 
 ４枚を並べ、比べることにより季節の移り変わりに気づいたりと、前よりも自然に対し

関心をもつ子が増えてきている。また、お散歩マップ作りがきっかけとなり、一年を通

し友達とひとつのものを作り上げたという、達成感が生まれ、クラスにまとまりが見ら

れるようになった。 
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＜４歳児＞ 

おたまじゃくし（カエル）とのかかわり 
 

１、園周辺の公園に行く。 
 
月日 子どもの姿 ＊援助と◎考察 
６月 
 ６日 

・公園の小川でおたまじゃくしを見つけ

る。 
・おたまじゃくしを手で捕まえようとす

る。 
 
 
・保育士と一緒に捕まえたおたまじゃく

しを見たり、触れたりして喜ぶ。  
 
 
 
 
 
・おたまじゃくしを園に持ち帰りクラス

で育てることを決める。 
・持ち帰る途中「帰るまでにカエルにな

るかもしれないね」と話す。」 
 
 

＊発見した喜びを共感する。 
 
＊安全面に留意し、捕まえようとする様子

を見守ったり、応援する。 
＊少し様子を見守るが、なかなか捕まえる

ことが出来ないので一緒に捕まえる。 
＊おたまじゃくしに対して恐怖感を抱く

子も見られるので、十分に気持ちを受け

止めた上で、楽しそうにかかわっている

他児の様子に興味や関心が向けられる

よう働きかける。 
＊捕まえたおたまじゃくしをどうするか

子ども達の声に耳を傾ける。 
＊カエルへ成長することへの期待を膨ら

ませていけるような言葉がけをする。 
◎おたまじゃくしを飼育することで、好奇

心や生命への思いやりの心が育んでい

きそうだ。 
 
 

 



２、飼育と観察から 
 
月日 子どもの姿 ＊援助と◎考察 
６月 
６日 

 
 
 
11 日 
 
 
12 日 
 
 
 
 
 
 
16 日 
 
 
 
19 日 
 
 
 
24 日 
 
 
 
 
 
 
 
26 日 
 

・「おたまじゃくしは何を食べるのか

な？」と疑問に思う。 
 
 
 
・えさを食べているおたまじゃくしを見

て「ご飯食べてるから足生えてくるん

じゃない？」と期待する。 
・なかなかえさを食べない様子を見て「み

んなが見てるから、恥ずかしくて食べ

られないんじゃない？」「カエルの歌を

うたったら食べるかもしれないよ」と

言う。 
・「（カエルになりたくないよ）って言っ

てるんじゃない？」と話す。 
・動かないおたまじゃくしを見て、「眠く

なったんじゃない？」「生きてるの？死

んでるの？」と心配する。 
 
・足が生えたのを見て「わぁ足が生えた

よ」と喜んだり、友だちに教える。 
 
 
・図鑑を見た子どもが水槽に、石が入っ

ていることに気づく。 
・石を入れて丘を作る。 
 
 
 
 
 
・カエルに成長したのを発見して、「私が

カエルになりますようにって言ったか

＊水槽を準備する。 
＊何を食べるのか図鑑を見て子ども達と

一緒に調べる。また、図鑑がいつでも見

られるように、クラスの本棚に加える。

＊えさの準備をする。 
＊「そうかもしれないね」と一緒に期待感

をもつ。 
 
＊子どもの話によく耳を傾け、どうしたら

えさを食べるのか一緒に考えたり、子ど

もが提案したことを取り入れ、みんなで

カエルの歌をうたう。 
＊子ども達の間でおたまじゃくしを心配

したり気にかける子が増え、思いやる気

持ちが芽生えてきたようだ。 
＊どうして動かないのか一緒に考え、生死

を心配している子には水槽を動かして、

おたまじゃくしが泳ぐ様子を確かめて

もらい、生きていることを伝える。 
＊子どもが気づいた発見や喜びに共感す

る。 
◎足が生えたことで、もうすぐカエルにな

るのではないかという期待感が膨らむ。

＊一緒に図鑑を調べる。前足が生えると水

から上がるようになるため、大きな石な

どを入れて丘を作ると良いと書いてあ

ることを子ども達に伝える。 
◎子ども達が自分たちで丘を作ったこと 
により、おたまじゃくしが、もっと楽し

く遊べるのではないかという期待感や

満足感が感じられる。 
＊「やったぁ、カエルになったね」と子ど

も達と一緒に成長したことを喜ぶ。 



 
27 日 
 
 
 
 
 
 
28 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
30 日 

らカエルになったの」と喜ぶ。    

・成長したカエルがおたまじゃくしに食

べられるのを見つけて「カエルとおた

まじゃくし、けんかしたのかな？」「ひ

とりだけカエルになったから怒ったの

かな？」「カエルが、いじわるしたから、

かじってるんだよ」と友だちと話をし

ている。 
・死んでしまったカエルを見て、「もう死

んじゃってるよ、かわいそうに」「カエ

ルの仲間の所に連れて行こう、お墓を

作ってあげよう」と言う。 
 
 
 
 
 
 
 
・成長したカエルを外に逃がす。「大きく

なってね」「元気でね、バイバイ」と成

長を願ったり、別れを惜しむ。 

 
＊子ども達が悲しんでいる気持ちに共感

する。 
◎食べられたカエルを見て、かわいそうだ

という、いたわる気持ちが表れる。また、

生命への興味や関心をさらに、持ち始め

たのではないかと思われる。 
 
＊死んでしまったカエルのお墓を一緒に

作り、カエルが仲間の所に行けるように

子ども達と一緒に祈る。 
◎「カエルのお墓を作りたい」「仲間の所

に連れて行きたい」という気持ちから、

以前より生命への思いやりや、いたわる

気持ちが育んだように思われる。 
＊どうして死んでしまったのか図鑑を調

べる。カエルになると、生きた虫を食べ

るため外へ逃がしてあげると良い、とい

うことが分かり子ども達に伝える。 
＊子ども達がカエルの成長を願う気持ち

や別れを惜しむ気持ちを温かく受容、共

感する。 
◎自分たちが、おたまじゃくしからカエル

へ成長するまで育てられたという、満足

感や達成感が感じられる。 
 

 
 
まとめ 
 おたまじゃくしを育てることで、子ども達は生命への思いやりや、いたわる気持ちが育

まれた。また、その気持ちが育まれるためには、保育者の環境構成や援助の働きかけ、お

たまじゃくし（カエル）についての生態知識を、あらかじめ調べておくことが大切で、必

要であることを感じ反省した。 
 子ども達は今回、おたまじゃくしやカエルと関わることで、友だちと一緒に話し合った

り、発見したり、共感する喜びを味わい、交流を深めることが出来た。そして、身近な動

植物に対して親しみをもって接したり、遊びに取り入れる姿が見られるようになった。 



                                  
＜３歳児＞                             

ひまわりの観察を通して 
 

月 子どもの姿 ＊援助と◎考察 
４月 
 中旬 
 
 
４月 
 下旬 

 
 
 
６月 
 中旬 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６月 
 下旬 
 
 
 
 
 
 
 
 

・４月当初、園庭遊びをすると花壇のチュ

ーリップを見て「何色かな」「ちょっと

見えているよ」など様々な言葉が聞かれ

る。 
・たくさん咲いた時は喜んで歌をうたった

りするが、花期が終わると「枯れちゃっ

たね」と関心が薄れていった。 
 
 
・ミニひまわりに関心を示し、登園すると

すぐに、ひまわりを見に行く子もいる。

 
・水やりの時に「このくらい？」とそっと

加減しながら水をあげている。 
・友だちが葉っぱを触っていると「触ると

かわいそうだよね」「枯れちゃうよね」

と、注意をする姿が見られる。 
 
・登園すると、ひまわりを見て「大きくな

った、大きくなった」と数人で歌ってい

る子がいる。 
・「先生、下の葉っぱ枯れているよ」と慌

てて教えに来る子がいる。 
 
 
 
・保育士が鉢を動かそうとすると「先生、

優しくね」「そっとだよ」と教えてくれ

る子がいる。 
・「先生、ひまわりの花のちっちゃいのあ

る」と、つぼみを発見し教えに来る。 

＊戸外での活動を取り入れ、園庭の花や

自然と触れ合う機会を多くもつ。 
 
 
◎３歳時の子ども達は咲いている花は

きれいだがその事実だけで、その後の

様子には、あまり関心はないようだ。

（自然に関心をもたせるにはどのよう

な配慮が必要か） 
＊植物の成長を身近に感じられるよう

に、芽の出たミニひまわりを鉢に移

し、保育室で育てられるようにする。

＊子ども達が水やりしやすいように、小

さめのジョウロを準備しておく。 
◎毎日、水やりをすることで子ども達の

なかに、ひまわりを大切にしたいとい

う気持ちが、芽生えてきたのではない

か。 
＊子ども達の発見と驚きに共感し、ひま

わりが、少しずつ大きくなっているこ

とを一緒に喜ぶ。 
＊ひまわりは大きくなってくると、下の

葉が枯れることもあるということを

伝え、ひまわりが大きくなってきてい

ることだと安心できるように声をか

ける。 
◎子ども達が毎朝、ひまわりの様子を自

分たちから進んで見に行っている。 
 
＊子ども達の期待感が続くように朝の

集まりで、ひまわりを見るコーナーを



 
 
 
７月 
 中旬 
 
 
 
 
８月 
 上旬 
 
 
 
 
 

・毎日のように子ども達から「葉っぱ伸び

た」「つぼみ大きくなっている」と言う

声が聞かれる。 
・ひまわりの花が咲くと「ちっちゃいけど

かわいい」と、いつでもひまわりを見に

行く姿が見られる。 
・「お水たくさん飲んだからだよね」と花

が咲いてからも、はりきって水やりをす

る。 
・花が枯れてくると「かわいそう」と言う

子もいるが「種になるからだよ」と言う

子もいる。 
 
・種にならずに枯れたので、土に埋めてあ

げる。 
 
 

作り、ひまわりの様子をみんなで話し

合う。 
 
＊「みんながお水をあげたからだね」「お

花、喜んでいるね」と子ども達の頑張

ったことを認めて声をかける。 
＊水をあげすぎても良くないというこ

とを伝える。 
 
◎自分たちが育てた花が枯れ、種になる

ことはわかっていても寂しい様子。ひ

まわりを思いやる気持ちが、湧いてき

ているようだ。 
 
 
 

 
 
まとめ 
・未満時クラスから進級し、３歳児以上児での活動となり生活環境が変わった。そこで、

今までやったことのない花壇の水やりや植物を育てたりすることで園庭や身近な草花に

興味をもてたように感じる。 
・「水をあげれば何かが育つ」という子どもなりの考えが生まれた。 
・自分たちが、いつでも見られる目の届く場所に置き、ミニひまわりを育てることによっ

て、ひまわりの小さな変化に驚いたり心配したり、どうしたらいいのか考え日々の会話

に出てくるようになった。このように、子ども自身が育てることによって花や木も「生

きている」ということに気づき、思いやる気持ちが芽生えたことを確信した。 
・今回だけでなく、これからも機会をもち動物、植物にかかわりながら豊かな心を、育む

ことが出来るような働きかけを考えていきたい。 
















